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第 1章緒 '吉T E司
カシンペ、yグ病は 1854年以来， ソ蓮のカシンに依ってるノベリア， トラシスパイカル地方に見
られる事が記載されて以来，多数の学者殊に満加i地方に在住せる諸学者に依って幾多の研究発
表が行ばれた。特に近年満洲東辺遭遇化地区に於ては実験村を設置して，その原因の遁求，予
防の実施に従事していた。
本研究は主として旧道化省撫松村に於ける報告であり，それに比較対象して旧吉林省大石
頭，九台，大橋及び、旧遁化省の柳河県その他趨当と思われる 2，3の県に於ける調査報告であ
り，従来本病の躍恵、状況は唯単に土地の現住民に就て統計的調査が行われて居って，異にその
土地に密接た関係にある土着の住民に就ては調査が充分に行われてなかった。従って本病の如
く土地と密接た関係のある疾病の調査としては，満加!の如く住民の移動の激しい地域に於ては
単に現住民と云うのみでは異に躍患程度を知る隠は不正確である。著者は此点に留意して村屯
を一般的に調査ナると共に，殊に万良村並びに共の附託部落に就て精細たる調査を行い，その
調査結果より本病に対ナる新知見を得たるを以て拾に報告ナる次第であるO
第2章研究方法 第1節一般調査方法
研究に当つでその調査を，一般調査と精密調査と わ調査地の選定
に区別した。一般調査に依って特に徹底的に調査ナ 一般調査に当つては，文献その他に依 P先ず調査
ぺき箇所を選定したのである白 地の選定をなし，その結果地域を夏に狭めその地域
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¥ に於げ:o一般的予備調査をなした。 
2) 調査項目
限定せちれた村，屯に於けあ位地，沿草，飲料水，
総人口，男女別，更に擢患度を調査項目とした。
第2節'精密調査方法
上詑方法に依りカシシペック病擢患状況の概貌を
把握しでより，[:ff生地，現住地に来住しでからの年
数更に前住地が本病の流行地であったか否かを調査
した。
緒方等の研究に依 P本病が成長期と密誌な関係の
ある事が解剖組織学的にも証明せられているので，
成長期を生活した土地が本病流行地でるったか否か
が本病隈患に最も重要な役割を示ナと考えられたの
で，此の点、に特に注意して調査L.-，生後其の土地に
生活し続けているものを木地人とし，本研究の基本
的根拠とし，更に生長期を其の土地で過したものを
準本地人とした。 F桂木地人の標準は 5才から 25才
の問を 5年以上24;の土地で生活したものとし之を其
け05カシνペヅク病J催患き容の調査結果をに上れば撫
松県に於ては 50%， 輝南省l乞於では 30%，柳河県
に於では 25%の高躍愚率な05を知 P調査地を遁化
省撫松県に選定した。
!日温化省撫松県に於ける主要なる屯，松江村鵬官
位子屯，頭遭廊嶺屯，新立屯，万良屯， '1:.:義屯，朝
協屯，向腸屯に就き予備i調査をなし，その結果は次
の題:Jでる050
第 1節岡島嵩枕子屯
1.位置
本屯は撫秘県城の南方20kmにあり，丘陵の斜面
に位ナる集団部落である。 
10満里，北15満思，南3，西1.満事5耕作地は東
満里の範闘である。 
2. 泊草
民国元年く1912)以来主として山東方面より移住
した住民よりなれ民国4年く1915)頃よ P戸数60，
人口約250名となヨた。 1933年頃附近の住民がと L
の土地の準本地人とじた。何故なれば5才j以予では・に集団をなし昭和 11年(，1936)に説在の屯を形成し
本病c症候は肉眼では列男IJ し難いとと~， 25才で大
体生長が止ると考えられ 05かちであ05。
犠患の程度は肉眼的l亡手指関節の腫脹乃至短小が
認められないものを(ー〉とし，腹膜の疑いの遅うる
ものを(士〉とし，手指関節の腫脹の著明に認、必ら
れるものを(十〉とし，手指の短小の認められ否も
のをく+りとし，手指の変化以外に全身の変化著明
で身体綾小乃至変形の著明なものを Ctl十〉とした。 
の仰を区別をなし，別記の如き表〈イ〉に依t目、
P戸別調査をなし，叉別に生活程度と本病との関係
に就きく之は主として学童に対してなせり〉別記表
〈ロ〉に依 Pなした。
た。
3. 飲料水
川水は殆どなく，主として涌水を飲用している。
部落外側に井戸 3個あl1，水深 2尺2寸程度で 1940
年以来自然涌出したものである。耕作時は谷地の?雨
水を飲み，冬期には積雪を解かして飲む習慣がある。
昭和 19年末より 20年初頭にかけての克山病に依
あ死亡者は 50名陀達した。 
4. 人口並びに慌患度は一括後記ナ答。

第2節頭詑胸嶺屯 

1.位置
撫松県披の南方8km，頭遺廟嶺の頂上にあり，
廟嶺の南側斜面に南北 170m，東西200mの範囲を
〈イ;1
 なす。脅 ム考14J|詞一掃討刊誌l語 
2. 諮草
寸ーア • f_..:]-~_-=-=':"-=-C~-.-J----:-:-:-.-IJ _1，."I.， .r~ 1ヵ病1_-=1生活程度|出生|来住|〈ロ〉i氏日 名|年令|円程度l殺IZ~中下)j 地|年数|備考
- ー ‘ 
第3憲一般調査問Jl， 
満抑!地方に於ては，アム-)レ河流域，三河地方よ 
P旧龍江省，旧北安省，旧三江省，旧深江省の一部
上り旧間島省，旧遁化省，旧吉林省に到ミ5北満より
東満に到る各地に亘って散在しているととが知られ
ているが，著者は研究の使宜そり他より旧吉枠省一
部，旧題化省を調査の対象とした。
更に旧満洲国時代に於け05徴兵検査3ヶ年間に於 
民国 13年く1924)頃現在の位置に 3-4戸の農家 
と廟あれ 1鉛6年頃は 13戸で1937'年制の家家が 
.集団して現在の屯を形成した。
3. 飲料水
;: 
井戸は 2伺あれ何れも?雨水で7.k深3.5尺， 1個
は 30年来使用し，他の 1 伺は 1939 年l~発掘したも
のである白耕作地では，j、河流の7]'(を飲用ナ050 
4. 人口並びに躍患度は後記ずるa
 
l 第 3節新立屯 

1.位置
本屯は撫松県束尚線で頭遭廟苓〉り約i3km，東
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方にあれ鴎犠虚子屯の東北 3kmにあって同屯と
相対士。¥ 晴 
2. i百草 
1940年頃に耕地距離の合理化と未開拓地の開拓
の為に新設せられたる集団部落で附近屯住民の他に
は県城よ P移住したものが多い。
共:の内訳は大約失の通りである。，
附近の各屯よりの移住者 36戸1
県披よりの移住者 50戸う計 111戸
県外よ旦の移住者 25戸j 
3. 飲料水
部落の東西北の 3方面各 1伺づ L合計3個の井戸 
あれ内2個は 10年前より使用し，他の 1伺は設
屯後建設せるものである。
一部屯民は河*を飲む。耕作時:は各地に涌出ずあ
清水を使用する。 
4. 人口関係並びに擢患度は後記ナOo
第4節万良材仁義屯
1.位置
撫松県披より北方 10km，万良屯よJ')2.5km南
方にあって万良河に治ふ南北 100m，東西 70mの
長方形の屯である。 
2. i百草
民国 14年く1925)迄は民家は殆どなく 1937年に
現t在の位置に集団した。本屯の最も古い居住者は三
家族あって次のiIDりでああ。
民
国東相 27 60 
沈文明 5 60 
邪文 4 75 
3. 飲料水 
屯内に井戸 2ケ所あれ水深3尺，生水を弘常用ナ
る。農耕時に於ける農民は附涯に湧出する清水或は 
/J、流を汲む。 
4. 人口並びに躍患牽後記。

第 5節万良村朝腸屯 

1.位置
向陽屯と拍水洞，大青溝嶺との中聞に位し，向陽
屯の西 8km，大背溝嶺の東8kmに遣うれ東西300 
m，南北 130mで斜面にあ否。 
2. 治草 
1932年以前には 5，6戸あれ 1936年には戸数43，
人口 313名とな J.其の後撫松街より 74戸，県外及
び山東方面より 39戸移住があって現在戸数 156と 
なってい否。
3. 飲料水 
井戸は 1個あれ水深1丈，部落西側の一部住民
は河水'を飲んでいる。耕作地では川水を飲用ナる。 
4. 人口並びに曜患牽は後記。

第 6節万良村向陽屯 

1.位置
万良屯よ P西方 4km，朝陽屯よ P東 4kmにあ
れ部落は東西約 300m，南北 70"，，100mの長方形
でああ。 
2. 沿草
1936年に設立せられたもので当時は 5""，6戸で他
は殆ど附近山間より集ったもので、ある。即ち西北
合 15戸部落，南方向 20戸部落，北方尚 25戸部落，
西南尚 15戸，直接部落近接地 55戸合計130戸で，
タトに 65戸は県外よりの移住者叉は自屯内分戸等で
ある。 
3. 飲料水
屯内に井戸 61問あれ 1雨水なく河*は飲料水とし
て使用せず，耕作i也、にあっ℃は耕作間の清水を飲用
ナ。
4. 人口並びに憶患度Jは後記。

第7節万良村大興屯 

1.位置 

本地は万良屯の北方1kmにある小屯なり。
 
百草1.2. 
1920年頃2，3戸の家があれそれが 1933年頃に
到って略々現屯を構成せり。 
3. 飲料水
屯内に井戸 3ヶ所Zうれ深さ何れも 2，3尺程度に
しで耕作時は小河流及び清水を飲用ナる。 
4. 人口並びに躍患率は後記。
第 8節撫松県各屯の人口並びに躍患度
一括すれば次の如し。
撫松県各屯に於ける戸数，男女別人口統計表
氏 名|戸数!男|女|計
ア鵬宮ヲ虚ラー子ズ 144 362 230 592 
238 145 38387頭進廟嶺 
318111 285 603 
39 
新立屯 
113 19178葦 屯仁ウイ 義ロ
? 
176 98 274 
156 
71麗屯 
623 1118495 
朝向シヤシ陽ヤシ 屯 
195 778 537陽屯 
大興屯 96 - 262 134 
3 、
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第9節 撫松県各屯に於ける年令別カ病擢患表
年令 li:'u>116--20 i21--25!26-=SOf31"'40 li]_:'_so! ?1~60 I‘6以1-7上0 計
男 19 18 22 26 18 28 53 55 43 26 308 
臨寓磁屯子
女 zl 21 21 26 10 22 30 18 15 12 ，202 
言十 46 39 43 52 28 50 83 73 58 38 510 
擢患数 。 9 32 42 17 26 30 15 12 6 189 
% 。 23.1 74.4 80.8 60.7 52.0 36.1 20.5 20.7 15.7 37.1 
男 15 20 ， 19 15 25 33 33 40 19 18 237 
屯廟嶺頭遺
女 20 14 17 12 16 12 17 14 11 6 139 
計 35 34 36 zl 41 45 50 54 30 24 376 
擢患数 。 7 29 18 23 15 24 8 7 3 134 
% 。 20.5 80.5 66.6 56.9 33.3 48.0 14.8 23.3 12.5 25.6 
男 24 32 28 15 20 33 46 41 26 27 ，292 
新 女 28 29 15 12 17 17 30 22 11 13 194 
立 言十 52 61 43 27 37 50 76 63 37 40 486 
屯 穫患数
。 10 28 20 19 12 5 5 3 。 92 
% 。 16.3 66.6 74.0 51.3 24.0 6.5 7.9 8.1 。 18.9 
男 12 8 8 4 10 12 21 17 ! 12 11 115 
仁 女 7 9 12 7 6 7 6 6 7 6 73 
義 苦十 19 17 20 11 16 19 27 23 19 17 188 
屯 擢息数
。 5 16 8 6 7 8 7 1 3 61 
% 。 29.4 80.0 72.7 37.5 36.8 29.6 26.1 5.2 17.6 32.4 
一
男 30 ι44 29 38 37 88 107 62 52 529 
朝 女 37 36 21 15 18 27 36 10 28 262 
陽ー 計 67 80 50 76 53 55 115 143 72 86 791 
屯 躍患数
。 14 40 29 20 24 21 20 8 10 186 
% 。 17.5 80.0 38.2 37.7 43.6 18.3 13.9 11.1 11.6 23.5 
男 55 52 18 51 81 87 96 94 92 60 686 
向 女 50 50 17 37 44 48 46 27 16 27 362 
陽 計 105 102 35 88 125 135 162 121 88 87 1048 
屯 羅患数
。 12 11 36 48 32 18 12 4 2 175 
% 。 11.7 31.4 40.9 39.2 23.7 11.1 9.9 4.5 2.2 16.6 
男 2く2)，5( 7) 8く~1) 12く22) 4く15) 10く17) 8く25) 11く26) 11く18) 7く13) 78に156)
大 女 2く3) 6( 8) 6く6) 7く11) 4( 4) 6く9) 17く18) 7(10) '6( 6) 1( 2) 62く77)
輿 計 4く5) J1く15) 14(17) 19く33) 
8(… Pく15) 140く233)
屯
躍患数 1 2 1 11 4 1"，.6 I 7. I 5 I 4 1 42 
% 25.0 18.1 7.1 57.6 50.01 37.51 28.0t. 27.71 23.4 12.5 30.0 
，1〔註〕・括孤内は常時実在人日数にしで，括孤外は実際に調査せる時の人口数な P。
各屯共に調査時{て不在の者を除いたので，戸口簿 1) 万良村仁義屯に於では前越の如〈古い三家族
その他に依って調査し得た総人口数より減少してい の居住者は実に 60%の羅患奉を示しでい，oI'C拘ら 
oo 、 ず，単に住民に就ではそのa寵患寧は 32.4%を示しで
第10節小 -括 い oに過ぎない。即ちとの差は成長期を過ぎて他村
之等の一般調査む結果として著者は次の如を特長 よP移住せる住民に上る差にしで其の土地に於けo
を知ったo 擢患卒は土着民に就で行，う必要がるo事を知った。‘ 
-，
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2) 信一般擢患状況を観察ナるに最も擢患寧の高
い時代は 11，.20才にして}全体の平均擢患卒は 16 
""37%位なoに拘らず、80%に達ナる所もるるとと
で遣うる。且つ 21，.25才の問之に失ぎ， 30才以下に
なると念搬に減少ナる点、が極めで明瞭である。
之撃の屯は何れも比較的最近に設屯せるものであ 
~ :r;，従って住民の多数は他よ P移住して来た者が多
〈土着民は極占うで少い。其の羅患者の多数は他の土
地で擢患せる者が大多数である。従うで前住地が問
戸題となる。 
年 女 討-
1"， 10 32 49 81 
11，.20 26 33 59 
21-30 8 21 29 
31""40 12 '25 37 
41-50 11 28 39 
51-60 7 15 22 
61-70 7 9 16 
71-80 5 5 10 
唱与
計 108 

3) 次に前越の如し 11"，，20才の問に多〈壮年者
に少いという点に就て原地に於ける衛生状態を精細
に検査すoe，元来カシンペック病流行地には冬期
には克山病が著しく流行ナる事を知 P得た。
克向病は壮年期の住民が最も屡々犯される狭心症
にして，緒方等の解剖所見によるもカシシペヅク病
施行地の住民は其の壮年期に克山病の発作に依ヨで
鎚れる事が多い。
上越の鵬鵠桂子11，靭陵屯，万良屯等K於では昨
年のさをには 50名乃至70名の死亡者を出して居れ
その大部分は壮年者であ忍イ
2) 吉林省九台県下九台三選溝
本地生れの者290名を調査せるに，中指の中節に 
i程度の肥大を認めo者 5名を発見ぜる他に， 66才男
にでカシνペヴク病患者1名を発見せるも本患者は 
11，. 23才の問に龍江省に移住しその指関節の肥大
を来しているので，本地に於で発病せりと認め得ざ
る/によ P本例より除外ナれば確実にカシンペック病
と認必符る程度の変化を曇ナるものを 1名も発見ナ
るととが出来なかった。
此の点を考慮する時，上越の.カシνペック病患者
が壮年期以後に搬減ナる事は，その擢患者の多くが
克山病に依って死亡すあととが主な原因と考えられ
あ。此の点に就て後越の吉林省あたりの調査に於で
'は高令者にカ病患者が多<，若い年令の者には砂い
ととを示している。而して斯o地方に於では克山病
が殆ど発生していないという ζ とは猫此の考えを裏
付けると思われる。
而して叉壮年期以後に於で少いというととは壮年
期以後新し〈移住して来た者に対しては新しく発生
して行かないというととをも考えられあ。
之等の一般調査の結果よりして前惑の如き方法に
従って調査を撫松県万良村万良屯及び大興屯，向陽
屯，大営屯で行ν、，その対象には以前白調査により
年令|男 女
討 
1"，， 10 37 24 61 
u-，._20 34 37 71 
21"， 30 19 22 41 
31"" 40 18 17 35 
41-50 8 14 22 
51 /"'v 60 18 16 34 
61 /"'v70 7 8 15 
71 "， 80 4 7 11 
青「 145
円 h U4τi 日 unHU9 u H  
適当と思われた吉林省大石頭大橋梁家屯及び通化省
柳河県向陽屯魚亮子を選んだ。
第4章精密調査所見 

第 1節本地人羅患率 

第1項一般戸別調査 
  
1) 旧吉祢省九台県下九台頭遺構
次表の如〈本地生れの者のみ293名調査せる結果
は 72才男に於て 1名，指関節精肥大せと5者を発見
したる他には疑bしき者 1名も発見し得ず。
9 
1 4 
1 1 
1 
。 1“ 
1 
1 3 
4 、 
71"，，80 I II 
17 同一ll3!2j26戸I 12 1 11; 
本地く生れ〉人42名，患者8名，擢患率19%
/・
第 2号、 千葉医掌~会川雑誌 
4) 古株省大石頭
男
年令 
-1士t+ [廿|叫|計
1-10 64 
11"'20 41 1 1 
，~ 21-30 13 3 1 
31"，，40 6 6 4 1 
41-50 2 1 3 . 
51"，，60 2 3 
61"，，70 3 
計 1128[ 
64 
43 
17 
17 
6 . 
5 
1 
女
-[士 I 1 *[冊|計+ 
62 
40 1 
10 6 3 
8 4 2 
2 1 
1 
112115311231 1 1 
62 
41 
19 
14 
3 
1 ー 3 
-95ー
躍患卒く男女〉
% 1.羅患者数/調査人数
。
1;'126
3/84 
13/36 
17/31 
7/9 
6/8 
1/1 
。
 
3.6 
29.5 
55.0 
78.0 
75.0 
100.0 
本地人男女合計295，患者44，躍愚卒 14:9%，但し 1"，，10才は零にして， 
11，...20才はRI定かに 3名にしで" 5.ffi化省の一般の傾向と甚しく異Oo
935 
年令 1l+ 川内|ミ 1 土 1h!日戸一~ 
1-10 I 5 0/14 ~ 0 
1.--20 I 1 1 1/5 20.0 
21...30 1" 2 2 1 1/5 20.0 
31"，，40 ・ 3
53
1 1 2/5 
ムー一守
ll--! 
100.0
守止一9 U  
3 
1 
1
ム 
1
ム司ム 
41-50 
51-60 
61"，，70 
6/6i-qd
1/1 . 100，0 
100.。
1/11 
一部ーー 
I61 山守 9白佳a q i • 
本地人男女合計37，羅患者14，擢患率37，8%
ヤシコZ 
6) 題化省輝南県楊子哨
可
1・守 止 qG 1iヮ “計 、
女 擢 患、率く男女〉
年令
擢患者数/調査人数|一|土 1'+ J 骨|冊|計 -1士['+1廿|世 l %計
1"，，10 432 1 1.335 37 42 1/80 
-4511"，，20 5 14/902 3 1 4538 39 6 15.6 
21，.30 4 1 .28.46 468 330 2 42 32 2 25/88 
31"，40 2 368 3 338 2 7 1 32.425 24/74一 23 
41，-，50 9 1 5 123 35 18 26 32.62 2 20/61 
51.-v60 312 1 1 141 17 11 2 25.88/31 
l61，.70 51 2 72 3 30.03/10 
165 
1 1 21 
321 11 1 712171170 I61 31 1 
男女合計438，躍患者 103，擢患卒 23.5% 
40.0 
. 
-96ー 千葉医学会雑誌- ，第 29巻 
'7) 語化省柳河県孤山街一部 
•， 
男 女 擢患率 く男女〉
年令
一|士 1 + I*.1骨|計 一|士|十 1*1冊 l計 躍患者数/調査人数| % 
1，._10 29 29 23 0/5223 
11"-'20 18 8 1 27 27 17/54 31.17 2 7 1 
21，._30 15 3 1 " 19 18 8/37 21.14 3 1 
31，._40 16 3 2 1 22 19 12/41 29.313 4 1 1 
。 
3 
6 
(， 
1 . 〆/ 41"，，50 4 1 1913 12 4 202 2 
51，._60 11 1 12 7 108.: 2 1 1 
61"，，70 1 5 5 74 2 
計 1103 j I21 I l!泊
男女合計 257，握患者 63，羅患率 24.5%
め酒化省柳河県向陽屯
14j39 35.9 
7/22 . 31.8 
3/12 25.0 
、
女男
年令
，・ 
一|土 I+ 1*1時|計 一|士 1.+ I*r叫|計
1，._10 3 
11，._20 8 
21""，30 。 3 
、31，._40 2 
41，._50 4 
51，.;，60. 
61"，，70 1 
1 
4. 

1 
1 
4 
1 
1 1 
1 
3 
9 
11 
4. 
7 
8 
3 
1 
3 
1 
2 
1 
2 
1 
1 
2 
1 
8 
4 
5 
4 
1 
3 
擢患牽く男女〉
擢患者数/調査人数| % 
0/11 
1/13 
12/16 
3/8 
3/8 
2/3 
1/2 
。
 
75.0 
37.5 
37.5 
66.0 
50.0 
計 I21 1. 1 1 171 
男女合計 61，擢患数 23，一躍患卒 37.7% 
9) 遁化省柳河県賞、亮子屯 
男 
I-J土(土[引時!計I1土1441時!計lEよムニJ71。2 9 9 0/11 
11"-'20 2 4 3/6 50.0 
よ 
且官 
Qdτ TinA
d
252211
21，._30 
31.-v40 
9
白， 
9
白 
3 3 
5
噌止噌 
41"，，50 2 1iTi
51，._60 1 
61"，，70 1 
71，._80 
品 ? v t  n ur u  I7j ワ 副  j 61 ワ 臼  白
止 
に守 止  
1inoτ
q
d -
男女合計 43，躍患者 14，躍患率 32.7% 
7.7 
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10) 遁化省|臨江県八選江
男
年令
昆 
一|士|十 1* 1掛|計
1，...10 
 3 53248 
11，...20 
 22 8 1 6350 
9121，.30 12 5139 
3 6' - 31，...40 
 1 4737 
41，.50 s. 1 1 3225 
18 '， 4 151"，，60 13 
1361，.70 4 
計 
1
2吋 51 351 
女
一|士 j+ I* 1冊|計
56 2 1 
58 3 13 
40 8 
28 6 
18 3 
21 1 
5 1 
4 
3 
1 
1 
1 
51 33110] 
59 
2 I 53 
35 
1 I 23 
1 1 24 
6 
男女合計 547，擢患者 106，擢患率 19.3% 
11) jA化省撫松県大興屯
Qd 
擢 患、率 〈男女〉
擢患者数/調査人数| % 
3/112 2.6 
20.529/142 
24.025/104 
20.717/82 
21.812/55 
19.08/42 
20.02/10 
年令
女 
-1士 1 + 1*1冊|計|擢患者数/謂査人数 1 % 
1，...10 2 1 3 4 1 3 8 3/11 27.3 
11，...20 2 1 4 1 1 2 3;6 50.0， 
21，.30 1 1 1 1 1 2/2 100.0 
11 
| 擢患率く男女〉 
~I3 1 11 21 21 1. 計 
男女合計 19，擢患者 11，擢者卒 57.8%
年令 コ144JJJ竺-1ド!判計出ル1+一!土 。
，39 31 4 351""，10 36 3 0/74 
9 3 13 16 75 2 22 19/382611""'20 
3121，...30 3;32 100.0 
計 42 401 61 71 31.11571I 1 
28才以上に本地人なし。男女合計 115，躍患者33，躍患卒 28.6%
 
13) 遁化省撫松県大営屯 

女男 擢患卒〈男女〉
『年‘令 
ι|土 I+ I* I帯I計
、1"，，10 
11""，20 
21，...30 
31，...40 
41，...50 
1 
3 1 1 
1 
5 
計 1 41 1 1 1 1 j 
-[士 1+1 * 1冊|計
6 
2 
1 
1 
1 
2 
6 
3 
2 
1 
1 
1 21 21 
擢患者数/調査人数| 。% 0/7 

3/8 
 37.5 
2/2 100.0 
1メ1 100.0 
111 100.0 
男女合計 19名，羅患者 6名，躍患卒 31.5% 
50.0 
戸、
' Q U  A O  
M レ u 屯陽拘県ぷ # ・益撫省
一
、 ノ題
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守
男 γ 擢患率く男女〉
躍患者数/調査人数| 守b一|土 1+1
女
*I時|計年令 一|士 1+1 *I叫|計
'36 331"，10 26 7.531. 2 2 5/67 
18 5 34 9 4 65.511 11 38/5811"'20 
1. 2321，.30 1 315 23 7 73.95 12 34/462 
9r .31"，40 3 4 1 2 68.71 2 12 7 11/16 
44計 I50 1 81 '2 r112 
男女合計197，躍患者93，羅患卒47.2%
第 2項 学童調査による本地人権題、率
国 民
性|「本地人 備 考

掌校名 

国 民
;閣制調;令別総数Tiz関年令 備 考 学校名
35 12 ナシ 513 493 33吉林省 男 男 
却。吋.0|h迄才 |11ω0金才珍目日 るi175p|l周 な立子10 5 1 342 325 14 
45 17 1 
敦化県 女 女fd}A 855 818 47大 橋 計 5有

遁イb省
 3 397 305 64男 よ才く十〉男2，女 20.9 7P 11才1以上で7.1 より21: 14 1 ナシ ナシ ナシ は 78:48ナシ相1I河県 女 撫松街女
1迄7才 26.99昔、6.716才迄 1，く*)男 1北関計981 59 4 397 305 64 20.9魚亮子 計 、

、 111 82 
19 23.1 8才 42 26 8遁化省 男男 11才以上78で: 題化省。より 土迄P 1は1才 :k9RP12以 で6 ナシ ナシ 3432018司4178才女 13 5 2柳河県 女 
21み94 6RPち 撫松県16才迄 ち75%117 82 19 23.1 55 31 10向陽屯 大営計 計 
と39，.る 
第13顎小 。括 
1) '.之等各調査に於で特異なととは， 5才以下に
於では手指関節は肉眼的には列別金〈困難で、遣う/.;0
従って本調査に於てほ此の時期の擢患程度は決定し
難ーい。 
然るに 5方に於で撫松県万良材向腸南街1班 3組
10予張文慶の孫女張小了 (5才〉にく士〉の者只 1λ
を見た以外に何れの地にも見当らなかった。即ち之
等の調査結果より見て，本病が 5才以後に漸く肉眼
的に手指骨に変化を示し始め， 10才より 20才位迄
に念搬に症状著明となり， 25才位迄に多くの住民が
羅患ナる事を知 P得る。此の点に関しでは別に年令
的変化を後記ナる。 
2) 学童に於ては一般人に於ける同年令頃の者に
比して擢患率が比較的小なるを示している。とれは
学校に行けあ児童の家庭は行くととの出来たい児童
より生活にゆと Dのある事は一般的事実でるしと
.fD事が擢患に関係のある事を示している。犬家族の
者に比較的少いととも之を裏書している如くであ
るq 即ち生活豊かな者には少いというとと，との事
は又吉林地区の者は題化地区の者に比し若い人々に
発生して行くのが著明に少くなっていあ傾向を示し
ているのにも関係がある様に思はれる。此の点に就 
て共同研究者野口助教授〈東大理学部〉の飲料水中
に有機物合量が此の地方では低いとと L符合ナると
とで，現在本病が発生して居らないと・とを示してい 占
る。
第2節 移住時年令j居住年数と・寵患.
率との関係に就で
!日吉林省九台県梁家屯，敦化県大橋2たび大石頭，
旧遁化省柳河県向腸屯，賞、亮子屯，撫松県大興屯，
大営屯，万良村に於ける調査を表示ナれば次の如く
なる。 / 
5 
10 
15 
20 
25 
，第 2号 千葉医学会雑誌 -99;;-
1) 大'石頭 
総数~~~ 16 11 15j16/'V 20;21"-'25:26以上本地 I発カ生病地I生地，-v10 r-v 発非
f 
♀合 16475 18 16 11 12 30 122 196 
27 13 14 10 53 I 31 25 106 162 
居 土(，合♀ 
1 1 1 1 {主 
+(合♀ 1与 3 2 1 3年
#(|合 
a、， 2 12 10 4 14 
数 1 1 5 7 2 9 
一一一一一
合♀ 21 4 4 5 26 20 13 27 60 35 5 3 3 2 13 33 18 10 61 
居 ♀合 
6住 
+ ( 合♀ 1 1 1 1 
♀合 6 2 
1 2 
1 2 
2 
1 
サ(数
F 
1 1年 
*( 1 1 1 3 2 8. 数 4 2 4 
♀合 
♀合 
28、 14 26 5 17 ，心、 48 
31 1 1 2 26 '2 10 38 
居砂 土(♀合 
11住 
+( 合♀ 1 1 1 3 1 1 !Iヤす-
合♀ 2 2 5 5 
時(♀合 
♀合 2 10 26 1 2 3 8 27 
居 土(合♀ 
16f主 
+( 合♀ 2 1 2 I 2 I 1 3 年 
*(合♀ 1 1 i 1 I 1 2 数
冊(♀合 、 
-~ 
♀合 8 1 1 1 
寄2 8 2 3 13 
10 1 10 1 11 ， 
居 土(合♀ 
21住 十(合♀ 1 1 2年 ι 1 ・ 1 0 
件(合♀ 1 1 1 数 2 2 2 
叫(合♀ 
戸、一 ， 
• 
、。
8唾
4 "、
-.100- 千葉ー医'学会雑誌 ¥，第 29巻 
居
住 
年
数
26 
以
上
士(
十( 
*( 
♀合 τ 
♀合 
合♀
♀合
♀合 21 
21 
.15 
9 
7 
19 
6 
2 
3 
2 
1 
2 
3 
3 
1 
3 
3 
1 
2 
2 
4 
1 
16 
10 
2 
2 
1 
152 
7 
6 
13 
6 
5 
4
3 
4 
3 
2 
5 
2
2 
1 
31 
13 
1 
3 
49 
29 
1 
12 
7 
23 
12 
7 
1 
2) 5li化省柳河県向陽屯及び魚、亮子屯 くコ=向陽屯，ギ=魚亮子屯)，
擢 』陸 移 住 -時 年 ~ 
患、 』 51640111451164Y141制主
度 Jjlj コ|ギコ!ギコ|ギコ lギコ lギコ|ギ
合♀ 
1 2 1 2 3 3 
4 7 2 1 1 1 3 
居 士(合♀ 
1イ主 十(♀合 1 '1 1 
年 5 
Aーρ、 件(合♀ 
冊(合♀ 
合♀ 
2 1 1 1 1 1 
5 3 1 1 
居 士(合♀ 
6f主 十(♀合
年 10 
~ *(古合
時 (1~ 
合♀ 
4 
1 2 2 1 
居 士(合♀ 
11イ主 
+(合♀ 2 2 
年 15 
*(♀合 1 Aμ、
時(合♀ 警
合♀ 
4 2 
2 1 
居. 士(合♀ 
16 ¥ 住 
+(♀合 1 1 1 、
年 20 
合♀ 
1*(令
時(合♀ 
前 住 地
本地|主dld地 総計
コ|ギコ|ギコ|ギ コ(ギ& 
1 2 6 3 7 5 
4 6 1 1 7 6 13 . 
1 2 3 
2 3 2 
4 3 3 3 
4 4、 
1 1 2 2 3 3 
¥ 
2 2 2 2 
1 1 
4 2 6 
2 2 1 ，3 2 
1 1 
1 1 1 1 
1 1 
¥ 
守争
第 2号 守二 葉 医 掌‘会 雑 誌 -101-
J‘¥ 
♀合 1 1 1 1 1 1 2 1 3 1 1 1 1 1 1 
居 土(合♀ 
21住
十(合♀ 5 2 1 5 2 1 6 2 1 1 1 1 2 2 1年 25 
*(合 2 1 1 2 % ♀ 1 1 1 
冊(♀合 | 
. 
合♀ 10 5 1 1 1 3 8 4 2 5 2 15 6 5 9 1 5 9 1 6 9 
居 士(合♀ 
26住 
+(合 2 2 2 2 2 2以 ♀ 3 4 9巴J 4 3 4年 上 
*(合♀ 5 2 1 5 2 1 6 2 % 2 1 ー1 1 3 。 
4 掛(♀合 2 2 2 。
2 
11 
〆 
1 
3) 
61
・m 
Ti!l
ーーに  
u
マ4111
守i
噌
iEit
にu
居住地年令
居住地年令
居住地年令 
9
'・ 
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1 1 

'/2 3113li 
居住地年令 
居住地年令
/!¥/l¥
i s - -ノ
、 
/ i I
/11/l¥
合♀合♀合♀合♀合♀一合♀合♀合♀念♀合♀
、
、 
J i t - -
J f t t
ytt-il
一 
、 一
一土+件冊一一士+骨川甘
nulli--nU111221l
u 
合(1一|♀ 
~(1士
 
~(1+ 

~(1* 

~(1冊 
噌ill-
，
に2 
司 ム
1 1 

r 
噌 
1 .、民
 
2 I;l lliJ11211 

噌
噌 
2 

i噌
intU
iTi 
1 

1 ¥11 
 1 1 1 

噌'-噌 46
- ニ ・  
1 1
♂ i 恥早 ‘
1
i 0 
白噌 
qh
q
ワ 山  
1

噌 i 
i
4) 越化省撫松県大興屯及び大営屯 〈コ三大興屯，ェ=大営屯) • 
33 
3 
5

1 
3 

2 
2 
1 
1 

2 
1 
3
2 

合♀
合♀ 
前住地援性|移住時年令 総計患 1，-，5 16"，10 111"-，15116 121，-，25126以上
，20， 
エコ|エコ lE平 11121JJJコl il非エ 本地カ病地発生地コl エ
17 1 1 

2 1 5 1 1 0
 12 1 5
t1 2~ 1 ; I 5 1 ~1 ¥1 ¥J3 1 1 i1 1 ¥1 2~ ¥1 1 6~.Q.(¥¥1- ¥
居士(♀合 1l' 11 1 '11 
 2 

2 
 2 

1 1+(室 11 1 
 1 1 

年
教 5
へ(室

世(

10
211
4 
 17
9 

20 
 1
1 
11 
 7
1 1 I3 
 3
. 
2
居
土 (21 
  ‘ 1 
 4
1
1 

{主 。13
， 13
2
51 11 
 1 
6 1十(室; 6
3 
 3
1 

年 10
 
1
教 1 
2 2 2 
1 ，.1 1~*(1 

冊(
¥ 
f 
ιF 
J 
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，~ 
， 
合e 1 
1 
2
1 
2 
3 
2 
3 
2 
1 2 1 
♀ 2 4 
居 土(合 1 1 
11 ♀ {主 十(合 1 1 1 ♀ 1 1 1 1年 15 
件(合 1 1 数 ♀ 
叫(合♀ 
一一 ;' ー一一一一一一一
合 1 1 
♀ 1 1 "' 1 1 1 3 
居 土(♀合 
16 1 1 1 1 住 
+( 合 1 1 1 1 ♀年 20 骨(合 1 1 1 1 数 ♀ 
叫(合♀ 
3 
2 
2 
3
4 
6 
2 
2 
2 
4 
1 
1 
1 
一
1 1 
2 
1 1 
2 
1 
1 
1 
1 
合 工 1 
♀ 1 
居 士(合 1 
21 ♀ 住 十(合 1 1 ♀ 1年 25 
件(合 1 1 1 1 2 数 ♀ 1 1 
叫(g 、
1 
1 
2 
1 
1 1 
1 1 
3 
1 
合♀ 1 1 
居 土(合♀ 
26{主
以 1十(合♀ 
年 1 1 上 
*( 合♀数 1 
掛(合 ♀ 
1 
1 
1 
5) 逼化省撫松県万良村向陽南街
5 
5 
3 
7 
2 
2 
4 
3 
1 
4 
3 
4 
1 
1 
2 
3 
2 
1 
54 
1 
2 
1 
8 
6 
2 
6 
5 
9 
1 
2 
性別 
4 
1 
1 
1 
、ーロA年 ，手1{主移 古百 {主 地
韓患、度 総計
1r.J5 I6"，削|工1~151i16~20l121~251|26以上 本地|ヵ削除立地
苛炉
40 20合 26 100 129 
29 11♀ 45 17 85 106 
居 を台士(♀ 2 11住
1合 
2 2♀年 5 
1骨(合 数 1 ‘ 1♀ 1 
♀卦(合 
." 
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f， 
ι 
42 101109，♀合 161
2 2 6 230 36 55 2 2 4 26 46 
居 士(ー♀合 3 1 、1 1・ 3 1 
、 
2 6 
.6 4 1 1 1 3明 2 2 7 
住 +(♀合 4 6 5 2 1 3 7' 14 21 1 3 4 2 5 5 10、年 10 、骨(♀合 1 3 4 1 2 3 4 130 14 数 2 1 1 1 4 
時(♀合 1 1 1 
-
3 
合♀ 3
1 3 23 3 6 24 33 
7 3 1 1 12 6 5 13 24 
居 土(合♀ 4 2 2 4 
11 ‘2 2 1 1 2 2 5 {主
十(合♀ .8 1 1 3 2 3 6 6 15 7 3 1 2 5 5 3 13 年 15 
*(合♀ 3 5 1 1 4 42 9 数 1 2 .1 2 4 
部(合♀ 1 1 1 
合♀ 
_ 4 2 1 3 13 3 1 19 23 
3 1 1 3 王、 9 3 3 '12 18 
居 士(合♀ 1 
16 
1 1 1 
f主
十(合♀ 3 1 1 2 3 5 1 1 A~ 2 5 
年 20 骨(♀合 3 2 3 数 4 1 3 2 5 
世(♀合 1 1 1 1 
〆
合♀ 
1 4 4 
1 1 1 
居 土(合♀ 
抗 21f主 +(合♀ 2 2 2 〆
年 25 骨(♀合 1 1 1 数 、"
時(l年 1 / I 1 
合♀ 
2 8 10 10 
1 ‘ 1 5 7 7 
居 土(合♀ 1 1 1 
26{主 +(合♀ 3 2 1 3以.
年 話上
数 1 l' 1 
時(I~ "， ‘?司
以~t.の表より明かに認められる事は失の湿りであ ②本地入についても同様に居住年数が6年以上
る。 にな-oと擢患者が者;たす唱。、 ‘ ¥ 
①移住時年令が小なる程，居住年数が6年以上 ③ 居住年数(1"-'5)年の本地入即ち 5才迄の本
になると擢患者の数が磐大ナる 地人では万良村白 1例を除いては全くない。0 ・
J 
J 
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④居住年数の歩い者の腸性者は移住人陀多〈而
も前住地がカシνペダク病発生地帯主 P来た者に多
ぃ。く此の事は更に項を改めて詳細に後記ナる)
⑤居住年数如何に長くとも移住時年令 26以上
に於では陽性者は頗忍稀になる。
次に各例f'L.於て次の数項に就て更に詳細に検査し
た。 
1) 本病の発生と骨の発育との関係に就で 
f例 1J 万良村向腸南qfj第 1班第1組第 1号の劉
文厚の家族を表示すれば次の知{なる。
姓名年令続柄生地来{主年数擢患度
劉文厚 34 戸主山東 7年
グ月現 65 究 1 1 
F成厚 29 ニ弟 1 H 4十
グ帯厚 18 四弟 8 H 4十
グ万民 20 .妻 H 2年
グ曹氏 、34 、弟妻 1/ 4年
即ち此の表で明かな如〈非躍患者の内，劉月明は 
58才の時来住し，劉支厚は 27才の時来住し，何れ
は何れも成長期を涜行地で7年越しており， 55才で
来住し，た了李氏は擢恵、しでいない。
(例 4)，向陽南街第 1班 9組 33号楊背柏の家族
楊青拍 53才・戸主 LY東省 13年
グ留桂 16 長子 j直化県 13竿 + 
成長期を 13年過じている長子は擢患していあ。
〔例 5) 向陽南街第1班 8組 41号王徳余の家族
王徳余 42才戸主 山束。 ~7 年
グ職民 37 萎 グ グ
グ京善 12 長男 1 1 - + 
グ永成 2 次男 本地 2 *グ桂珍 19 長女 山東 7 
ぞ根嬢 11 次女 1 7 + 
在住7年では成長期を過ぎて来た戸主と妻は擢患
しないが， 5才で来住の王承喜， 12才で、来住の王桂
珍， 4才で来住の王根婚は何れも擢患している。
〔例 6J 向陽南街第 1班9組 34号劉明江の家族
劉明江 39才戸主山東省 6年
グ王氏 31 妻 1 6年
も骨軟骨の発育殆ど停止せQ後に来住せるものな グ卵11 44 . 兄 1 ，6年 
り。之に反し二弟劉成厚は 22才にで来住し， 四弟 P文蘭 3 長子万良村 3年
劉帯厚は 11才の時来住し，骨軟骨発育期を流行地; 此の家族では劉明江他2人は何れも成長期を過ぎ
に7年居住せるものにして，何れも手指骨の短小を
墨ナQ中毎度の擢患を墨せり。倫妻の劉諜氏は 30
才の時r.L(東より来{主せ与ものにし"c'，戸主と同様に
骨軟骨の発育停止後，流行地に来リたるものにし
て，来{主4年になるも本病l亡躍患ぜず，又戸主の妻
劉万氏は 18才の時来住せるも，擢患せざるは来住
年数が2年であ与が為でああ。
〔例 .2) 向陽南街第 1班 8組 47号養福成の家族
では
姓名年令続柄生地来往年数擢患度
萎福成 24才戸主山東 15年 t十
グ張氏 63才 母 H H 
グ福岡 19才 弟 1 1 + 
委張氏は 48才の時来住し， 15年間居住しでい各
が，擢患せず，萎福成は 9才，養福田は 4才の時来
住し，何れも本病に擢患している事は，本病が成長
期にその原因が作用して起れ生長期を過ぎて涜行
地lて来た者は擢患しない事を示している。
〔例 3) 向陽商街第1班 9組 33号丁宝金の家族
丁宝金 12才戸主柳河県 7年 十
グ李氏 62才妨 山東省 7年
グ鎖接 15才姐 柳河県 7年 骨
此の家族では本病に擢患している丁宝金，丁銭授
で流行地に移住しで来たので本病に擢患せず，塑j丈
闘は 3才ではその判定が困難で、ある O'
〔例 1J 向陽南街第1班 9組 34号孫女副の家族
孫女副 63才戸主山東省 14年
グ王氏 50才 妻 1 1 
。 グ留桂 9 長男 黄泥河子 9年 士
孫留桂は 9年間で、軽度に躍患し， 他の 2人は 49
才， 30才で来住し，何れも陰性で本病が成長期1.数
-年居住ナ-oととが必要であるととを示している。
〔例 8J 向陽南街第1班 9組 37号顎j同亮のl家族
劉同亮 25才戸主題化県 10年 十
グ養氏 19 妻 寛旬県 F 士
此の家;艇は両人共催患し何れも 15才， 9才で流行
地に来住しで，成長期に発病していあととを示して
いる o
〔例 9J 向陽南街第1班 1組 39号密!万成の家旗
劉万成 28才戸主山東省 9年 + 
グ秦氏 65才母 グ グ
グ楊氏 13 妻 万良村 13年 十
劉秦民は成長期後に来住し羅愚せず，割!万成は 19
才で来{主し， 9年間在住しa躍患し，其妻劉楊氏は本
地に生れて 13年になり本病に擢患せB。
〔例 10J 向陽南街第1班 1組 17号劉j張回p家旋
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劉張回， 38才戸主山東省 10年 グ序 7 .長女、 "/1 /1 
グ苑民 28 妻 ，"1' グ 十 グ珍 _2-. 二女 /1 2年
グ芝田 41 長兄 /1 /1 来住3年では何れも躍患が明瞭でない。
グ春子 5 長男 本地 5年 〔例15j 向陽南街1班 5組 26号張振有の家族
グ11、了 3 長女 1 3 張明発 24才長男山東省 6年 士
劉苑民は 18才にしで来住し， 10年で擢患ナoも， グ林氏 24 長男妻 /1 /1 十
r 劉張回は 28才で来住して10年にたるも擢患せず， グ披 21.次男グ グ 骨
書'IJ芝田は 31才で来住し羅患せず。 在住年数が6年位になると発育期のものでは，羅
〔例11J 向陽商街第1既 1組4号湯立業の家族 恵、ナoものが多〈なる。
湯立業 27才戸主山東省 2年 上記各例に於で示される如し本病が骨軟骨発育
モ曹氏 24 妻 /1 1 期に於て数年以上諸行地に在:住ナる害事が本病の擢患
グ福全 5 長男 /1 /1 ー を起ナ条件である:!iJ:j:を示ナものでるo。斯る例は其
湯立業の家族は来住年数健か2年にして家族中に 他にも多数に見出されることにして，唯単に住民の
、は骨軟骨発育期に移住』せ3揚曹氏，湯福去とあるに拘 擢患程度を調査ずるのみにで，本病の農の擢患状況
らず，何れも擢患しておらないのは両人の来住年数 を知之5ととを得ない一証拠となる。 
が2年で、あって，本病が肉眼的に痕状を表わすには 2) 発育時期の初期主後期とに於て移住したこと 
不J6分でるあととを示ナもので，緒方轄の研究に依 K依る躍患程度に於ける差に就で
れば本病が肉眼的に骨軟骨に異状を曇ナミ5のは 5年 〔例 1J 向陽南1tj第工班2組 17号菰遼発の家族
以上を要ナとの事，従って新かるh.J，Cを裏付けるもの 務遼発 59才戸主 山東， 10年
と思われあ。 グ馬氏 48 妻 グ グ
〔例 12J斯る例は倫向陽南街第1担El組 35号， パ愛祥 15 次男 グ グ }ー十
曹女修の家族でも認められあ。 グ魁秀 14 姪男 グ 5年 + 
曹女修 22才戸主 ~Ll東 2年 P大科 11 ググ グ+ 
グ王氏 44 母 H /1 5才4来f主しio年在住せる部俊祥は中等度の短指
グ世福 10 長男 H 1 症を墨し， 9才で来住L..5年在住せる菰魁芽及び 6
グ世j眠 6 ニ男 H H 才で来住し5年在住せあ諸大科は手指骨の腫脹の程
グ美珍 14 長女 。 /1 度である。
グ世深 62 従兄 H 1 〔例 2J 向陽商街第1班1組 52号奨求倹の家族
，(例 13J更に向陽南街第1班2組 36号宋藍祥の 奨求倹 40才戸主輯安県 9年
家族でも認、占うられと)0 グ蓋氏 39 妻 F H 
宋藍祥 51才戸主山東省 4年 グ景雲 21 長子 H H + 
グ李氏 51 妻 p F グ景明 19 次子 H 8 -1+ 
グ金芝 31 d長男 /1 /1 グ福子 5 三子万良村 5年
グ会民 26 長男妻 /1 /1 グ令子 7 長女 H 7年
グ金霞 16 長女 /1 1 グ素珍 4 次女 /1 4年
グ案中 6 甥 H E 之に依P奨求倹，奨華民は発育期を過ぎて擁行地
グ買孫 5 p H B に来D羅患ぜず， 奨景雲，景明は発育期に来住し9
グ小芝 6 二女 H /1、 年を経過し何れも擢患し，殊に比較的早き発育期に
宋会民，宋金霞は本病に最も擢患し易いi年令に拘 来{主せる奨景明白方が手指骨の短小著明である事は
らず在住年数が4年であった為に，肉限的に本病に 本病毒が発育期の早期から作用すれば高度のものが
躍患を認め得な旬、。 現われる証拠となる。然るに三子，長女，次女は何
〔例 14J )1号李来17組3班1向陽南街第 買の家族、 れも万良村に生れていあに拘らず躍車、せざ与は 10
李来j眠 34才戸主山東省 3年 才以下では列定が困難であるごとを示していあ。
グ王氏 62 母 H ./1 〔例 3J 向陽南街第 1班 2組 3号王成樹の家族
g皮氏 27 ¥ 妻 /1 H 王成樹 34才戸主斡安県 11年 土
L 
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グ醇氏 29 妻 1 24 冊F成林 46 
F茶氏 35 
グ健夫 11 
グ所英子 9
児妻
男女.長次
H H 
来発新は発育末期に来住し殆 e'J躍患ぜざるに反
し，宋蕗氏は 5才で来住し 24年在住せる為に極め
て高度に擢麗し身長も保〈煙人の像を曇せることは
H 1 
万良村、 1 
1 
nHU
一土士
男女夫三
1 
1 
4FD
庁
年'年¥年
士
擢患が早期に起り且金成長期を流行地に過ナととは'
本病が最も高度に現わと)~ことを示すものなり。
グ金所子 7 
グ IJ、当子 5
戸主は 23才の時に 11年在住し軽度に羅患し，兄 
35才で来{主催患せず， 妻は 24才で来住し軽度に擢
患し長子，ヨた女，次子は各11，9，7才で比地に生れ
て軽度に見られるのみで三女は肉眼的には判定困難
である。
「例 4コ向陽南街第 1班 32組 5号王海芝の家族 
玉海芝 48才戸主山東 27年 
〔例 8) 向陽南街第 1班 4粗 40号王世貞白家族 
王世貞 68才戸主山東省 36年 
グ王氏 61 妻ググ
グ学有 25 長男万良村 25 骨
グ学財 14 :3た男 11 14 十
万良材に生れ 25年を経過せる玉学有は短指症を
曇‘せるに，万良村に生れ 14才の王学財は手骨端の
36
き子子子室長次三
グ李氏 H H 十 臨張を曇せるのみである。
17 万良村 17年 骨 以上の 8例で明かな如〈発育早期に流行地に在住
H 15 十 ナる者が，発育末期に在住した者よ P高度に擢居、ず
グ新穂 
IIJ、業 15 
F新喜 4 H 4 
王新総の如〈此の土地に生れ， 17才に逮ナるもり
は他の家族の者より強度に擢居、ナるを見る。即ち発
育の早期より在住ナミうものが最も強〈犯され答。 
rtl'W
張文慶，;60才!戸主山東 
5) 向陽商街第 1班 3組 10号張文慶の家族
20竿 ー
るととが知ら存-O )O 
3) i司一家族に於ける擢患程度の差並に略同一条
件に於ける各個人の擢患程度の差に就で 
f例 1) 向陽商街第 1班 3組 6号 回肉芽の家旋
悶丙秀 50才戸主Jl.r東省 3年 
F周民 32 妻 1 1 
士
廿
甘 
廿一 
母妻
兄弟羽妹姪 
}}Jr、 
長氏5.1.
グ希有 26 長男 1 H 骨 玉徳金 3f1才戸主 I.lr東省 9年 骨
グ希桂 24 次男 11 。 骨 グ萎氏 56 H H 
P希四 9 四男 万良村 9年' 士 グ千氏 26 1 
グ希武 5 五男 H 5 グ徳仁 35 1 1 
H
グ大露骨 16 長女 !I 16 十 F徳宝 23 11 11 
H
AHH
17年も在住ナると 9才で来住した林希有， 7才で、 グ恒義 33 1 H 
H 
来住した体希桂では短指症が見られ， 16年在住の林 F徳玉 16 H 
大蛾では手指端の腫大が見られ， 9年在住の林希四 グ之生 6 万良村 6年
では弱腸性の程度である。 母は成長期を過ぎて移住せるが姪の玉之生は 6才
〔例 7J 向陽南街第1班 2組 21号宋発新の家族 で肉眼では興!定困難なとのp人を除いては何れも軽
宋発新 50才一戸主山東 29年 度， 中等度に羅患している。之は此の家族は本病に
グ黄氏 25 子妻 グ 20 t十 グ樹主主 15 長女 1 H 
グ小了 5 孫女万良材 5 土 グ樹芽 9 次女 1 1 + 
F培祥 32 次子山東 20 十 次女同樹芽は 6才の時来住し 3年で、既に軽度に擢
5才の時来{主せる張資氏は手指短小にして中等度 患しでいる。
. 家競亭の海王年
1 の躍患を示ナに反し， 12才の時に来住せる張培祥は 、〔例 2J 向陽南街第 1;1庇1組 7号
同じく 20年在住し手指骨の腫援を見るのみで， 10 宝梅亭 44才戸主山東省、
q u  
才以上で本病に躍患せるものは軽度であ与が， 10才 グ湯氏 42 妻 H MH 
以下で擢患せるものは手指骨の短小が著明となるも 1 )1民子 13 長男 !I H 
のが見られ否。 グ行子 11 次男t 1 !I + 

〔例 6j 向陽南街第 1班 1組 24号林会悔の家族 次男王行子は 8才の時来住し， 3年で兄の擢躍、せ 
林会海 51才戸主山東省 17年 、ざ、るに拘らず既に軽度に擢語、していあ。
妻
48 〔例 3J 向陽南街第 1班 9組 38号王徳金の家族H H 
i 
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擢患し易い素質があると考えでよいのではなかろう
カ為。
〔例 4J 同様な条件
向臨南街第 1班1組 41号黄万金20才 
11' 1 1 1 劉万成28才
は山東より来住し9年在住し発育期を此処に過しで
いるのに前者は陰性であれ後者は軽度白短指症を
示していあ。
即ち条件が略同じで陰性もあれぽ鴎j生もあ忍とい
うととはそとに擢病性素質なるもの、を考えさせる。
、〔例 5J 同様なととは次の場合にも考えられる。
向陽南街第 1班1組 40号張那氏27才 4十
グ 7組 29号王順延26才+
例 3の王徳金の家族と同様に此の家族の・躍患度も
亦非常に大である。
〔倒的 向腸南街第 1班 4組 39号高発支の家族
高発丈 44才戸主 山東 10年
〆越氏 38 妻 1 1 
グ貴鹿， 22 長男 1/ 1 
グ三成 17 ' 三男 通化 1 4十 
11、四 15 四男 H H 
1/IJ、菜 13 長女 撫松 H 
グ明遺 19 次男 遁化 ，1 
同一家族で三男のみは中等度の擢愚度を示してい
るが他は何れも擢患せず。
〔例 10J 向陽南街第 1班4組 34号劉恩銭9才は 
1 1 1 玉石氏28才一 6才の時，山東より来住し， 3年にして弱陽性、を示 
1 4組 39号高貴成22才一 し，又向陽商街第 1~2組 24 号越従玉 10 才は 7 才
グ グ 32号牟除民25才+ GD，時，山東より来住し3年にしで同じ〈弱陽性を示
以上5人は何れも山東省より来住して 10年在住
したのだが夫々羅患程度に差がある。
〔例 6)
向陽南街第1班 1組 51号李徳福田才一
H 李劉氏20才一 
H 李徳才23才十 
H 1号劉成厚29才廿
世 I/j曾厚 18才骨 
H 53号 F仁厚15才一 
H 4組 35号干害*31才一 
F 5組 18号劉乃発23才一 
H グ乃金18才一 
/ 8組 41号王桂珍19才骨
以上 10名は何れも山東省よ P来住し，在住年数
は何れも 7年，条件は殆ど同様で而も躍患度に差が
ああ。
〔例 7J 向陽南街1班 1組 40号
千余民 27才 安東 11年
グ徳則・ 24 1 R + 
徐白氏 19 H H * 
略々同様な条件で、同家族内でも擢患に差がるる。 
('Wd.8J 
遅貴玉 
グ犠氏 
グ貴山 
向陽南街1事!E9組 39号
40才戸主山東 12苧 + 
25 
37 
グ了氏 31 
グ学儒 15 
11キ~.trç/ 
グ苓/1、 6 
妻 H 15 士
弟 // '12 + 
弟妻題化 15 4十
長男 12 .-t十H 
姪女万良村 11; 士
B // 6 
し， 1班 3組 1号王学Eは2年にし℃弱陽性を示し
でいる。弱陽性は疑はしいものとして除外しでも差
支えないが，若し之を認、む-o時は本地t人に於では 5
才以下では発見す，るととが出来なかったのに反して 
頗る興味あるととになる。
上記各例の示ナ如<，同一家技内で共に発育期に
数年居住しでも，擢患ナ忍者，擢患せざる者，或は
略同様な条件であるにも拘らず躍患慶に差のある ζ
と，或は或・s家旋には好んで多数躍患者がいる主い
うとと等是等の点よりして本病に躍患し易い素質・と
いうものが個体差に依って存ずるのではなかろうか
と思われる。 
4) 前住地がカシジペック病の発生地帯でるつ
で，そとで成長期を経過せるものに就で
〔例 
、
1) 向陽南街第1班2組 9号王化峯の家族
王化峯 26才戸主山東省 2年
+トH。妻i23グ王氏 
グ王成 6 長子撫松 H 
F 徳成 3 次男 H // 
グ時氏 59 母 山東省 H 
王王民が本病陽性であるととは在住2年による為
で、はなく前任地が本病濃厚地帯である遁化省濠江に
して，と Lに成長期を過した為である。
〔例 2J 向場南街第 1班 8組 43号玉寓五の家族
王宮五 39才戸主・梨樹県 5年 # 
グ王氏 28 妻、 グ グ
グ臣 11 長子 1' 1 
F貴臣 8 次子 F グ
グ小膝 5 長女 / 1/ 
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梨樹県は本病の非流行地で、あって，而も在住5年
で34才の時来住した王宮五が短指症を示しでい忍
が，是はよ〈調査す診と成長期に本病発生地である 屯 μH吋"，5lM名，悶号号号みト刺;トトベイ付い 
:1| 引d禁矧霊到|降言
M
:1|η ;引|:引|胡|旧北安省克山県に在住した ζ とが明かとなった。即ち王宮五は万良村で擢患したので、はなく，克山県で
擢患したものと考えちれる。
〔例 3J 向陽南街第1班9組 36号曲慶の家族
曲慶 61才戸主遁化県 11年 + 
グ萎氏 64 妻 グ グ. + 
此の家族は両人共50才， 53才にで来住し擢患し
でいるが，よ〈その発病時期を検ナると何れも前住
地通化県に於て成長期を通し，その地に於て発病し
ているととを確め得た。
場くの如〈単に本病の擢患の有無を調査ナミ5のみ
では前住地で擢患せ之5ものが現住地で擢患、せるもの
!;;
ll|; :2;引:|ロ同 lzIア地zドカ勇吋イ角守矧h官制寸 :計山巾刊!H z ;2副 
実門吋化官頃違割|カ2 l 11:U| :;U| てア地j~引仇川ドほ |訓 ;引[ ~ [ 
理l-mpl:|吐:l:17

〔第E表〕 第 I表中成長期を全部前住地で過した者
r 
屯名関与トイ6414雨!濁以上510i 1 
。 。11 8 4 1 42カ 病 
大石頭 。 。。 。 。 。。非
。、 。 。 。5 4 9カ 病
万良 。 。 。 。。 。 。非
。 。。 5カ 病 2 2 9 
。 。。 。 。。 。手ド
。 。 。。 。 1 
。 。 。。 。 。非 O
t 計、 12 118 110 r i. 431 1r-T01， 
と混同ナる恐れがあ答。
従つで前住地と本病との関係を詳しく調査する必
要がある。
項を改めて特に次に遮ぺる。a
第 3節前住地とl躍患寧との関係に就て
カシνペ γク病流行地に於ける本病陽性者の成長
期を前住地で過した者に就き，その前住地と橋忠数
並に居住年数との関係を調査すれば次の如し。
但し， 
O 調査時に於けミ5言葉その他の関係に依り調査
不充分なもの 8名と， 
2) 柳河県向陽屯李有山，林宝文・は興京が出生地 
にして前住地な之5も，是等は遁化省に最も隣接せあ
地帯なるが為に非発生地と認め難い為に此の 2名と 〔第 E 表〕
。 向
計以上、材対局1五11居住年数トイ叫 
5"，1、 。 4' 814 4 21 
移 
24 5 1 5•10"，6 4 21 
住 15"，11 1 16 18 2 19 
時 。20."，16 。6 2 2 1 11 
年 。25"，21 1 3 1 1 93 
。。 。 。 。1 1* 26以上
ヮ “  QU5QUQdnU9 U H  
めく士〉程度は弱陽性なる故に臨尿的には明らか 
なものと区別する為にとの 1名と，
計 11名を除き，次に，
め成長期中に本病諸行地で成長せるものは出生
地は非流行地と離も前住地は流行地.となせり。
第E表よりしてカシシペ・7ク病擢患者にして，カ
シンペック病非涜行地帯にその成長期を全部生活せ
あもゐはなし。
第 I表及び第E表からして，第I表の前住地が非
49
白
噌 i音ト
発生地でああも白は現地に成長期中に来て，然石後
年以内のものは擢患数少5)"，1居住年数がく 
るものに就き，移住時年令と居住年数と擢患数との の移住時年令が成長期で、あれ居住年数が6年
関係を 15年の聞が最も擢患数が多い。。求むれば次の如しく第E表〉。移住時年令が小なる程カシシペック病躍患度 よりそれ以後は既速の如〈克山病の関係もあっで減歩
は大であり。 したピ大石頭地区のみ居住年数の多いものが多い。
2)に羅患せるものを示ナ。
依って前住地が非発生地で・カシシペーァク病陽性な
~: ¥ 
.-110ー も 千葉 直ι A医 苦ー・ ・手、 雑 設、 第 29巻
林
り古
家石
入梁大
，県県
般台化
‘九敦一省
屯頭
hJ4FhuRu 
nuqunuaιz
T
コ
ワ 臼  
ム
従って壮年期に於で死亡率を帯加させる特別な原因 ♀ 
 合:♀ 
がなければ，居住年数が6年以上になると念搬に噌 13.63% 
13.38 1.20 :1 
%門 口
1.80 :1 
加するものでるる。 H 
、。第 I表に関連しで現に成長期にある学童に就ての
一 故一ー一省 一1一2 2
50.00 32.00 1.50 :1H 大 橋
調査を表示ナれば失の如し。 旧}Aイと省輝南県揚子I狩 23.96 23.07 1.03: 1 
Q 
[第 lV 表〕 臨江県八選江 19.77 18.99 1.04: 1 r 
H 柳河県向陽屯 41.66 32.00 1.30 :1 
数居
居住地学校名
柳河県
向陽 
9F 
撫松県 カ 病 3 2 王
大営 '非 。 1 。
題化市 カ 病 。 o 2 
三校 非 2 1 。
カ撫松街
北関 
1/ // 魚克子屯 53.33 21.42 2.40 :1 
H 撫松県大営屯、 33.33 30.76 1:08: 1 
H F ‘ 向陽屯 46.42 48.23 0.96・1 
H H 大興屯 62:50 54.54 1.14: 1 
/1 H 万良屯 27.58 28.07 0.98: 1 
2)学輩 合♀合:♀ 
旧吉林省敦化県大橋国民学校 0% 20% 
旧3il化省柳河県倉、克子 p 6.60 7;10 0.92 :1。
/ H 向陽屯 P 23.17 
H 趨化市三国民学校 6.69 4.30 1.55・1 
H 撫松県北関グ 20.98 なし 
H H 大営グ 30.76 40.08 0.76: 1 
著者は第 I表以下各表の結果即ち本調査よりして
次の如き結論を得た。
カシシペッヅク病患者は土着民?てカシ νペック病
を有ナる地帯で成長期を遁ず・ととによ P発生ずるけ
れど土着民にカシシペヅク病の発生しでおらない地
帯で成長期を遇したものには発生しない。
即ち前住地が非発生地と雄も之を詳細lて調査すれ
ば成長期をカシ~~ヅク病流行地帯で過してい答み
である。
第4節 男女別擢患牽
~に本地人躍患寧表に於で表示しであ忍が，之を
一括すれば次の如き結果を得る。
- 1 4 4
一?目白一
ム
男下生 
35712lil--
噌 一屯 名
省松和劃一省県枕掛相一省県一則釘林一色一化万大一+%一一+Mm一一+%
一
438
一
191
円 
一円。一円 
QUOd
O、
t
告 
A aRMd1
梁大大一 
孤向魚一 
大向
日jL
一日柄「〈(一任指(1p
1E
家，石橋一，河山陽亮一¥松'，
吉一混一通興腸
QU i
一 戸  
09
白 
ム一寸中
一
9山守止向。一
T
I
唖円。一
守 
刈 叫 -
一 
一レ一 
一
22
一 
山 
一
4・ 
わ)般人に於ては男性に羅患者が梢々多い。有主童に
於では此の表よりは女性に多いように見得 oけれ
ど， 3!j化市は三校を一緒に!したのであ !J，調査数が
遥かに多い。従って男性の方が柏々多いと見る方が
趨当であらう。
是撃の結果より特異な性。選択は大体無いものと 
考ヘてよいであろう。
第5節本地入躍患率の年令的変化
其の土地に生れ，其の土地に引続き在住したもの
を本地人としく既越せり〉之に就て年令別の擢患程
度を調査すると失の表の如tくなる。
一 ~ m 一Q UL
qoa
noqiH
必一時ιm-miiTAj
nυDOQUqonvnu-
女 
一二
2
一
111
一324
一角一 
5
一
213
- 1 &一 ザ
一 一一
1111
一
一 
一 唱一 ~
一
7
・一 
一
4
一ー 
一 庁
6
一 '一
-町一 
一
一 
一
02
∞ 一  
62
お一ス
一 噌 止否「
1111Lilli--
一.一 昨  
一 一
一366
一つ858
i
一1
一
一 
3
寸斗叫
一 
ー 一 キ
一 ~ 5  
一げ日却一ナ

一 一  
一 角
・ - 一 

・ 
一
寸 寸 
一
銃一一以
丁 
J zuV6- o -Z7i i A AU
38n7Ill--1 i l l i t - -nununuT i -
J11
E τi}1
lili--ZE l i l i - -I l l 1 1 1I l l i - - i 1nunυnuj
El l
l l  ip d
- 噌  
1
ム 
9山一一
一!4MM 139000
一84
お 
て一960
4 
守 止 川 吐
n4QUQU
Q U
OFOI-52
・1
一一214
一 
28
30 7 
58 77 
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上記の表'上担次の結果を得る。 子に陽性もあ D陰性もあるもの 2/24 
男女共にく1.......10) く11~20) く21"， 30) の 30 才に '子が全部陰性のもの :l!:34. 
到る迄は年令の噌加に伴ν、念搬に噌加する。吉林地 lV)父母共に陰性なる揚合
区はく31，.40)以後に於て暫加益々大でるる。 
s 
前住地と躍患率との場合と同様な結果を得否。此
子が陽性の Fもの 
子が陽性又は陰性のもの
12/188 
沼/瑚
事は吉林地区で、は共同研究者野口助教授の調査した 子が陰性のもの 155/1邸 
如く飲料水の有機物。合量が少量であり比較的新し y)究陽性母不明白場合
い発生が歩いというととえ思わせる。 子が陽性のもの 1/11 
旧活化省地区は何れにしても 30才迄の帯加は搬 子が陰性又は陽性のもの
しく以後はそのま Lか，或は減歩を示ナ。之は克山 子が陰性のもの
病による死亡が既越の如〈関係があるし，猶撫松地 可o矢不明母陽性の場合
区では 30才以上にないととは設屯の新じいとと L 子が陽性のもの 1/11 
関係じている。 子が陽性又は陰性のもの 3/11 
之を要ずるに成長期特に骨軟骨発育期に起る病気 子が全部陰性のもの 
であ{)ことは，此の統計上土 Pも明瞭に示されでい VH)尖陰性母不明白場合
る。 子が陽性のもの
第 6節遺伝関係 子が陽性又は陰性のもの
本病が遺伝病か否かを統計的に調査した。旧通化 子が全部陰性のもの
省撫松県万良村及ば旧吉林省大石頭よ !J300家族を 噛〉父不明母陰性の揚合
調査して次の結果を得た。 子が腸'I生のもの ' 
父|母|子|家族数
+ 十 + 3 
→プ 十 土 3 
+ + 一 13 
十 一
一
十 2 
十 士 2 
+ 一 一 12 
一
一
一
一
一 
一 
一 
+ + 1 
+ 士 2 
+ 一 21 
一 + 12 
一 士 21 
一 一 155 
十不明 2 
失|母|子|家族数 
十 不明 士 2 
十 不明 一 7 
不明 十 + 1 
一
一
不明 十 士 3 
不明 + 一 7 
一 不明 + 8 
不明 士 4 
不明 一 4 
不明 一 + 6 
弓主!V1 一 士 7 
不明 一 一 2 
総
子が陽性又は陰性のもの 7!t5 
子が全部陰性のもの 
L 
2/15 
以上の所見で， 
1:>の時子が全部陰性の場合が最も多い。 
][) ll)の時子が陰性の場合が，圧倒的に多い。
耳)r7_)時子に陽性が現はれてい Oo 
V) -VI)の時陰性者数が過半を占めている。
唖〉唖〉の時腸性者が遁宇を占めている。
即ち，以上の結果よりしで金〈遺伝性疾患で遣うる
とは考えられない事が明瞭である。
第 7節生活程度と本病との関係 
C17Q1J 向陽南街第1班 2組 23号豆平甲白家族
姓名年令続柄 生地 来住年躍島、度
玉平甲 52才 戸主安東省 30年
〔註) (土〉はく+)もありくー〉も遣うる事を1示ナ。 グ渓氏 ，54 妻 H u 
1)父母共に擢患者の場合 uJj差金 32 長男 H H fま
子が全部陽性なもの
子に腸性もあり陰性もある場合 
子が全部陰性なもの
][)究陽性母陰性なあ場合
子が全部陽性なもの
子に陽性ザをう P陰性もあ認もの
3/r6
お/16
宮/16
グ鹿民 
1 
1 A霊山 
グ感賞 
グ感椋 
グ虚福 
グ感珍 
31 
32 
27 
20 
14 
16 
長男妻 u 
長男 u 
次男万良材 
三男 H 
四男 H 
三女 1 
u 
u 
27年 
20 
14 
16 
+
+
+ 
+ 
子が全部陰性なもの 立/16 9狗勝 8 孫女 1 8 
][)究陰性母陽性なo場合 グ洪麗 74 ‘兄 安東省 30 
子が全部陽性なもの 1/24 本家族の如〈比較的長〈流行地に在住していおに
.'・
_:';J12ー 千葉医 学 会 雑 誌、 第 29巻 
拘らず其f1.)~寵恵、程度 D比較的軽度のものあり，新 õ ii) 下なるものは 12.3% 
家族は多〈は米家族にしで比較的生活程度良き家族 2) iID化市清麗， .循哩，江東泊三校に就での同調
に見られ答。 査を居住年数と前住地とを関連して調査した時次の
. 
表を得た。号司景山の家族46組8班1向陽南街第2)〔例 
可景山 56才戸主安東省‘ 12年
グ張氏 44 妻 H 11 
r グ永仁 47 長f歪 H 12，， 
F永義，43 二倍 B ..12 
グ王氏、 24 -囚佳娘 懐仁. 7 
グ張氏 24 長孫娘 韓安 12 
F長勝 13 三孫 F 12 
グ長生， 7 四孫 万良村 7 
ぞ永信 26 長男.安東 12 
F学氏 24 孫妻韓安 12 
グ長玉 17 次孫女 n 12 
グ長洪 7 三孫撫松 7 
グ長雲 5 孫女万良村 5 
16 
3 
1 
2 
1 
1 
1
5 
3 
1 
1 
2 
2 
前住地生活程度
7 
3 
f生
Jij 上|中|下 叫誓|霊童 
2 
1 
2 
1 
3 
2 
3 
1♀ 
5 
2 
1
6 
1 
5 
1 
イ主 
合 
年 
51 *(合 
11，+(♀
♀
擢度患 
数 
合叫(♀ + 
3 621 124 42 9178 。7合♀ 1914 73 
居 合士(♀ 116f主 1 11 
合 
年 
十(♀
1 
2 
居 合♀L土 
合
10 骨(♀ 
3 
合 2十時 
1 
1 
数
11¥7 124 
合叫(♀ 
36 I186 212 I141 
ヘ
土(合♀ 
下 住 
+/¥♀合 7 
年 15 1 士卜H卦 *1+1土[-認~1*Hxl一 *(室
数| 11掛(室 
3 119 
2625合♀ f2 19 
111 15 居 合 
16; 
士(♀
1 主~ 住 ，3 
1 以16 +(合♀ 2 
8 年 ~ 3 上 1 1 
合1 *(♀7 数
1 3 合冊(♀ 
本例撃に於け O如〈生活程度が比較的高いじ本
病擢患程度が軽いととを示している。
.著者は学童調査に依って更に此の事を遁求せんと
した。学校の教師は略々学主主の家庭の生活程度を我
々以上に知っていると考えたからであO t>
学童調査 
1) 遁化省輝南県輝南街公立ご誼街国民学校復級
生徒く♀)271名に就き次の結果を得た。
中
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
1 
1 
1 
1 1 
1 
1 2 
1 2 
1 
1 
15 
'22 
25 
7 
17 
21 
24 
16 
8 
7 
計
、 臨也 京 山
14 
12I21212lr:121:l 

五下両雨戸9718181 111 26 
1 118 
1 1219 
n υ  ム ーQUn υn υ  噌 
E - -
噌 i計 n u  n u  n u  o d  n u噌 . p o  n u  n ui噌 i 
陽 13 [ 4: 1 21 3 
生活程度どなおものは羅患宰
‘6.6% 
i) 
ii) 中なのもりは 擢患卒ω 1 3I 61 6-j5[18 I 11 
羽[，121者生f。
. 
¥、
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学校へ行けQ家庭は下層階殺にでも いくらか余
裕のあお家庭なので， .中下の区別は趨化市あた Pで
はあ主 D妥当でなしその結果も亦類似してい忍。
前住地との関係は前惑と異なれEも例数が歩いこ
と，叉趨化市は省内でも文化最も高<，曜患者少い
土地である。此の表の結果も亦生活程度の高いもの
はタぃ擢患卒を示している。 
f 
3〉 題化省撫松北関国民学校
!生活程 7麦一首τ在地
合のみ 1 ， I_，_ I~ 1_，-"..'1カ病|カ病
|上|中 下|本地|発生|非発 
I I I I I地|生地
5 32 5 9 
居 土守 ー 11 1 11 
住 
1 2 2 1+年 2 25 +十 
数 掛
8919 46 113 20 21一居
5 6 2 26 7士住 
610 6 8 2+年 
4 110 4 7 
数 *十
12871 4 2一居

11 士
 2 4 住 
19 2911 1+年 
6 311 14 +卜15 
数 -H十
2 2一居
16 士住 w.+年 
1 14十上 
数
度を調査したが，カシ νペック地帯に発育期を 5年
以上経過した日本人には本病は見出きれなかった。
朝鮮人に就、ての調査は次の如し。 
1) 旧通化省柳河県魚、亮子公立旭国民学校
調査総数 107名 !朝鮮生れ 30名
本地人 33名|櫨患者 無
満測生れ 47名 | 
2)' I日通化省柳何県向陽村四議潜国民学校
調査総数 48名ノi朝鮮生れ 48名
本地人なし|擢患者 なし
満測生れ なし 
3) 旧温化省輝南県輝南荷公立東関国民学校
調査総数 232名，羅患者 9名
内訳(1十)1名(11才)， (+)8名(9才， 11才， 16 
才， 17才5名〉 
4) 旧通化省撫松県大営屯国民学校
調査総数 13名，躍患者 3名
内訳(十)2名(12才， 18才)，く士)1名く10才〉
以上に依り朝鮮人にも本病曜患者のある事は確実
でるあ。従って本病が民族的の待異選択性はないも
のと思われる。
第9節準本地入擢患卒
屯名問|調査総数|犠患者1・躍患宰仰
1831 58旧通化省 合 e降
820 40撫秘県 ♀ 
51 26 50大輿屯 計 
6473 47!日沼化省 合 
6361 39撫松県 ♀ 
86134 64万良屯 計 
TiτinL du--ηt-H十
旧吉林省 l合 56 
178 1 305 I . 47I ' 44 44 .1I34 1184 敦化県!♀ 

l01ωI 54 I 58 1 17 I 12 
大石頭|計 100 

， 
857 
山
9h-qAO
喚苅~
'^e品、 計 
腸性者
羅患空宇(%) 1 01 ~I al NI'æ.I'~ 
此の表によれば生活程度の低い者程催患寧大であ
ミ5。備前住地との関係で、はili化の時と同様なととが
云え否。更に本校に於ける非発生地の陽性者6年以
上居住者は殆ど皆1才土l'J3才迄の間で，本地人主
考えで差支えない程度の来住人でるあ。
以上一般人並に学童調査旬結果よりして略々次の
事が云えあ。
生活程度の高い者は本病躍患程度が小で、ある。
第 8節本病の民旋別擢患関係
本病の満人のみな ιず朝鮮人或は岡本人の躍患程
準本地人郎ち 25才迄の聞にタくとも 5年以上を
経過した者の擢患状況は上記の如¥き結果となれ之
は殆どが本地人そのもの Lより擢態、率が大となって 
いあ。
此の事に関しでは移住者でるるが為に生活程度と
いうとと Lかその他色々の説明がつけ得られあと思
うが，上記の結果よ Pして明瞭な ζ とは，カシンペ
ック病は成長~9]特，.こ骨軟骨形成期に於ける疾患であ
るというととでるる。
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著者ぽ本調査に依って吹わ如き点を実証し，叉知る事が出来た。
 
1) カシンベック病擢患程度は単にその土地の現住民の擢患程度を調査ナるだけでは畏の擢
患程度を示してい抵い。本病が成長期に於ける疾患であるととを各種統計並びにその設明に依
って実証せられたので，成長期を過ぎて来往した者は催息したいから，擢患、程度を次定するーに 
A士共の土地に生れ，引続き居住する住民に就て擢患程度を検杢ナる必要があるとと。 
2) 成長期を過ぎて移住し本病に擢患しているのは必ず干前住地が流行地か，成長期を流行地
で過したかでおり，本症が成長期に発生し，人それ以外の時期では発生しないととが統計上縫託
された。 ヤ 
3) 調査に依り本病流行地を決定ナるばは木地人を主眼とし，前住地及び来住年令並に在住
年数を明確にナるととが必要であるとと。 
4) 本病患者の発生には土地が密接た関係があり発生地と非発生地が明瞭陀区別されると
と。 
5) 満洲の如く住民の移動の激しい地方に於ては，成長期を過ぎて移住して来た住民に依つ
ては，実際のその土地の耀患、程度を示して居ら註いとと。 
6) 本病の擢患の有無は生後 5 年以下で除肉眼的~lòlJ定が困難であり， 5年以後に到って始め
て肉眼的に認められるとと。、 
7) 成長期に比較的早期に犯された者は短指症或は保儒の如く高度の擢患を示し，成長末期
に擢語、ナる者は，その程度の軽いとと。 
8)'移住時年令が若い程擢患数大であり，又居住年数の (1"'5)年以内の者は擢磨、数少し
 
6年以上になると耀患度犬であるとと。¥
 
9) 比較的大家族で生活程度。高い家族では，その耀恵、程度が比較的軽度であり，耀患卒も
比較的低いとと。
 
10) 本病には{間人的擢患性素質の存ナることが考えられるとと'。
 
11).本病は男性に明か擢患、喜界大かと思はれるけれど，特別に性別的選択l o
生が無いとと 
12) 本病は叉民族別的特集選択性の無いζ と。 
13) 本病は遺伝性疾患でたいとと。 
14) 本病流行地では通化省地区のおlく同時に克山病が流行してその為，壮年者の死亡率が高
い為，流行地では青少年の擢患率が高いに拘らず，壮年以後に於て企去Pて減少して居る傾向を
¥示し，吉林地区の如く克山病の流行の軽度の地方では壮年以後にも本病患者が多く見られると
と。 
1!5) 満掛!地方に於ては旧趨化省撫桧県地区が最も濃厚なる本病発生地帯の十であるとと。
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